
この発表会は、全国の国公私立大学・短期大学教員を対象に、教育改善のためのICT利用によるFD（ファカルティ・ディ

ベロップメント）活動の振興普及を促進・奨励し、その成果の公表を通じて大学教育の質的向上を図ることを目的として、

平成５年より実施しています。

アクティブ・ラーニング（能動的学修）、双方向的授業、教室外の事前・事後学修、反転授業、PBL、TBL、協調・協働

学修などの取り組みで、何らかの教育改善効果があったものも歓迎します。

優れた発表に対しては論文誌に掲載するとともに、文部科学大臣賞や協会賞を授与し、その教育業績を顕彰します。これ

まで文部科学大臣賞５件、協会賞31件、奨励賞44件などを授与し、教育改革へ貢献しています。

平成26年度の発表を下記のとおり募集いたしますので、ふるってご応募下さい。詳細は本ページ末に記載のURLをご覧下

さい。

日　程：平成26年８月８日（金）　　　場　所：東京理科大学　森戸記念館

主　催：公益社団法人私立大学情報教育協会　　　後　援：文部科学省(予定)

■応募要件
以下の要件のすべてを満たしているものとします。

（１）大学、短期大学の教員が主体の研究発表であること。

（２）個人・グループの取り組み、または学部・学科などの組織的取り組みであること。

（３）学部、学科の教育目的・目標の達成に寄与しているものであること。

（４）ＩＣＴの利用により教育改善が認められるもの。

■発表内容
○問題の所在 教育上の問題点を明らかにして下さい。

○教育改善の目的・目標　　ＩＣＴ利用による教育改善の目的・目標を明瞭にして下さい。

○教育改善の内容と方法 上記を踏まえ、ICTを利用してどのように改善しようとしたのか明らかにして下さい。

○教育実践による改善効果　学修に関する教育改善の効果を示して下さい。

■発表時間
１件につき20分（発表13分、質疑応答５分、機材準備２分）を予定しています。

■発表方法
情報機器を使った効果的な発表をお願いします。

■発表申込費と参加費
無料（加盟・非加盟に関わらず無料とします）

■申込みについて
申込締切　平成26年５月７日（水）

発表募集要項　http://www.juce.jp/LINK/houhou/

問い合わせ 公益社団法人私立大学情報教育協会事務局　TEL:03-3261-2798 E-mail: info@juce.jp

61JUCE Journal 2013年度 No.4

学士力の実現に向けたICT利用
ICT利用による教育改善研究発表会　発表募集のご案内

募 集


